


「
十
湖
賞
」
と
「
浜
松
市
東
区
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
」

第
十
二
回
「
十
湖
賞
」
俳
句
大
会
入
選
句
集

令
和

二
年
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）

於

浜
松
市
総
合
産
業
展
示
館

北
館
１
号
ホ
ー
ル

松
島
十
湖
翁
は
江
戸
時
代
末
期
、
現
在
の
浜
松
市
東
区
豊
西
町
に
生
ま
れ
た
俳
人
に
し
て
政
治
家
、

さ
ら
に
は
地
域
貢
献
に
務
め
た
篤
志
家
で
す
。
生
涯
に
詠
ん
だ
句
は
七
千
句
と
も
言
わ
れ
、
全
国
各
地

に
多
く
の
門
人
が
い
ま
し
た
。

十
湖
翁
の
俳
句
は
、
松
尾
芭
蕉
か
ら
の
蕉
風
を
継
承
す
べ
く
、
花
鳥
風
月
と
い
わ
れ
る
春
夏
秋
冬
・

四
季
折
々
の
自
然
、そ
の
中
で
の
生
活
を
詠
む
伝
統
的
な
も
の
で
す
。

「
は
ま
松
は
出
世
城
な
り
初
松
魚
」は
、

「出

世
の
街
・
浜
松
」を
象
徴
し
た
、
浜
松
を
誇
る
気
持
ち
を

詠
ん
だ
句
で
す
。

東
区
で
は
、
こ
う
し
た
十
湖
翁
の
遺
徳
を
称
え
る
と
と
も
に
、

「郷

土
を
愛
す
る
心
」を
今
に
伝
え
る

べ
く
「
十
湖
賞
」俳
句
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

元
来
、
東
区
内
に
は
多
く
の
句
碑
群
が
あ
り
、
多
く
の
俳
人
も
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「俳

句
の

里
」と
し
て
の
側
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浜
松
市
東
区
及
び
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

「浜

松

市

東
区
俳
句
の
里
づ
く

り
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
次

選
者

※

五
十
音
順

ご
あ
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さ
つ

十
湖
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十
湖
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鷹
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第十二回「 十湖賞」 俳句大会投句実績

※募集期間：令和元年7月1日（ 月）～令和元年9月30日（ 月）

一般の部

人数 投句数

高校生の部

人数 投句数

中学生の部

人数 投句数

小学生の部

人数 投句数

全 体

人数 投句数

一般の部・地域別
地域

市内

県内（ 浜松市外）

県外

合計

投句数

623 1,224 1,396 2,183 3,773 2,090 3,593 6,292

617

439

1,224

168
11,2072,617
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ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

浜
松
市
東
区
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長

松
島

知
次

浜
松
市
東
区
長

鈴
木

知
子

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
活
躍
し
た
遠
州
地
方
を
代
表
す
る
俳
人
「
松
島
十
湖
翁
」
の
教
え
に
よ
り
、
こ
こ
浜

松
市
東
区
は
市
内
で
も
特
に
俳
句
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。そ
こ
で
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
俳
句
の
里
づ
く
り
事

業
」と
し
て
、
十
湖
翁
の
名
前
を
冠
し
た
「
十
湖
賞
俳
句
大
会
」
の
開
催
や
若
年
層
へ
の
俳
句
普
及
を
目
的
と
し

た
「
小
中
高
校
俳
句
講
座
」な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
「
十
湖
賞
俳
句
大
会
」
も
今
回
で
十
二
回
目
の
開
催
と
な
り
、
市
内
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
多
く
の
投

句
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
今
後
も
地
域
に
根
付
い
た
大
切
な
財
産
と

し
て
俳
句
を
盛
り
上
げ
、
更
な
る
普
及
を
図
る
こ
と
で
郷
土
の
誇
り
や
愛
す
る
心
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
大
会
に
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
選
考
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
選
者
の
皆
様
、そ
し
て

本
年
度
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

今
年
度
で
十
二
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
十
湖
賞
俳
句
大
会
は
全
体
で
６
，２
９
２
人
か
ら
１
１
，２
０
７
句

も
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」へ
と
時
代
が
切
り
替
わ
る
中
、
変
わ
ら
ぬ
日
常
生
活
で
の
思
い
や
身
近
な
自
然
の
中

で
の
発
見
と
感
動
を
俳
句
と
し
て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
句
は
い
ず

れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
が
、
選
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、入
選
作
品
を
選
考
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。入
選
句
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
詠
ま
れ
た
方
の
思
い
や
十
七
音
か
ら
広
が
る「
景
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

終
わ
り
に
、
入
選
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
入
選
句
を
選
考
い
た
だ
き
ま
し

た
選
者
の
皆
様
、
並
び
に
事
業
推
進
に
係
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
へ
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



十
湖
大
賞
・
十
湖
賞＜

高
校
生
の
部＞

ウ
ミ
ガ
メ
を
見
て
い
る
僕
も
海
の
中

浜
松
修
学
舎
高
校
三
年

吉
本

侑
平

＜

一
般
の
部＞

噴
水
は
丈
の
限
界
超
え
ん
と
す

東
京
都
足
立
区

木
幡

忠
文

＜

中
学
生
の
部＞

書
初
め
を
風
呂
の
鏡
で
書
い
た
朝

与
進
中
学
校
三
年

澤
口

志
堂

＜

小
学
生
の
部＞

恐
竜
博
士
対
虫
博
士
休
暇
明

中
瀬
小
学
校
二
年

室
内

和
輝

十
湖
賞

現
実
的
に
は
、
噴
水
は
機
械
に
よ
っ
て
動
く
装
置
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
限
界
を
超
え
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
の
だ
。「
限
界
超
え
ん
と

す
」と
見
た
の
は
、
作
者
自
身
に
そ
の
志
が
あ
る
か
ら
。
噴
水
を
通
し
て
自
身
の
人
生
哲
学
を
表
明
し
た
一
句
。（
髙
柳
克
弘
）

作
者
は
正
月
に
朝
風
呂
に
入
っ
た
。風
呂
場
の
曇
り
鏡
を
見
て
、こ
れ
か
ら
す
る
書
初
の
文
字
を
書
い
て
み
た
。子
ど
も
時
代
に
は
、
湯
気
で

曇
っ
た
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
に
絵
や
文
字
を
書
い
た
も
の
だ
。

「書

初
」を
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。（
坪
井
孝
之
）

「
休
暇
明
」
は
二
学
期
の
こ
と
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
を
持
ち
寄
っ
て
発
表
。
恐
竜
博
士
、
虫
博
士
に
な
っ
て
。
愉
快
な
発
表
風
景
が
想

像
、
連
想
は
つ
き
な
い
。
教
室
内
の
夫
々
の
様
子
が
和
や
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
漢
字
で
構
成
。
調
べ
も
申
し
分
が
な
い
。（
笹
瀬
節
子
）

評
：

評
：

評
：

海
の
中
の
「
ウ
ミ
ガ
メ
」を
描
い
た
句
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。し
か
も
、
作
者
ま
で
海
中
だ
。
自
然
の
中
に
飛
び
込
ん
で
詠
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
ま
る
で
海
亀
と
作
者
が
対
等
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
人
間
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
教
え
て
く
れ
る
。（
村
松
二
本
）

評
：
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＜

一
般
の
部＞

小
鳥
来
る
千
古
の
塔
を
目
指
し
く
る

浜
松
市
東
区

金
子

治
夫

野
の
色
の
動
き
初
め
て
草
の
餅

愛
知
県
豊
田
市

山
口

純
子

＜

高
校
生
の
部＞

炎
天
下
笛
の
合
図
で
キ
ッ
ク
オ
フ

浜
名
高
校
二
年

村
越

大
輔

秋
の
空
色
濃
く
深
く
鳥
は
立
つ

浜
松
東
高
校

一
年

富

田

大
誠

＜

中
学
生
の
部＞

夏
の
風
ホ
ー
ス
の
水
を
虹
に
変
え

丸
塚
中
学
校
三
年

岡
安

泰
河

さ
く
ら
ち
り
は
は
の
み
そ
し
る
あ
た
た
か
い

西
遠
女
子
学
園
中
学
校
三
年

名
倉

桜
那

＜

小
学
生
の
部＞

さ
お
し
な
る
は
ぜ
か
地
球
か
大
物
か

和
田
小
学
校
六
年

兼
子

夕
奈

と
か
げ
の
子
つ
ら
か
っ
た
ろ
う
し
っ
ぽ
な
い

中
郡
小
学
校
五
年

小
杉

陸
斗

特

選

東

区

長

賞

＜
一
般
の
部＞

風
音
の
映
り
こ
む
ま
で
墓
洗
ふ

浜
松
市
南
区

尾
内

以
太

作
者
は
、
近
親
者
の
初
盆
の
墓
参
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
亡
く
な
っ
た
人
を
偲
ん
で
墓
石
を
一
心
に
洗
う
。
い
つ
の
間
に
か
、
吹
く
風
が
表
面
に
映
り
込
ん
で
い
る
ほ

ど
に
光
っ
て
い
る
。
風
音
が
映
る
と
い
う
措
辞
が
、
作
者
の
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
。（
坪
井
孝
之
）

評
：

県
教
育
長
賞

＜

高
校
生

の
部＞

夕
闇
や
人
が
恋
し
と
青
葉
木
菟

浜
松
学
芸
高
校
一
年

中
森

結
香

青
葉
に
な
る
五
月
頃
、
南
か
ら
渡
っ
て
く
る
「
青
葉
木
菟
」は
、
フ
ク
ロ
ウ
科
の
夏
鳥
。
夜
に
な
る
と
ほ
ー
ほ
ー
と
二
声
で
鳴
く
。
そ
の
声
は
物
悲
し
い
。
作
者
は
「
人
が
恋
し

と
」
鳴
い
て
い
る
と
擬
人
化
。
大
人
の
既
存
の
作
品
へ
と
一
歩
も
二
歩
も
近
づ
い
て
い
る
。（
笹
瀬
節
子
）

評
：

市
教
育
長
賞

＜

中
学
生

の
部＞

正
月
の
お
れ
の
仕
事
は
餅
を
食
う

西
部
中
学
校

一
年

池
ヶ
谷

亮
太

「
餅
を
食
う
」
の
が「
仕
事
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
詠
め
る
の
は
平
和
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
。な
ん
と
も
め
で
た
い
句
で
は
な
い
か
。そ
し
て
、
俳
句
に

は
こ
う
い
っ
た
飾
ら
な
い
表
現
が
ぴ
っ
た
り
合
う
。日
本
の
未
来
は
明
る
い
。
そ
う
思
わ
せ
て
く
れ
る
太
々
と
し
た
俳
句
で
あ
る
。（
村
松
二
本
）

評
：

＜

小
学
生
の
部＞

は
す
の
花
こ
い
に
つ
ら
れ
て
動
き
だ
す

中
郡
小
学
校
五
年

大
橋

芽
生

鯉
が
動
く
と
、
水
も
動
く
。
水
の
動
き
に
つ
ら
れ
て
、か
た
わ
ら
の
蓮
の
花
も
動
く
。さ
さ
や
か
な
こ
と
だ
が
、
世
界
と
は
た
し
か
に
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
、
真
理
を
と

ら
え
た
迫
力
が
あ
る
。
こ
の
作
者
は
俳
句
の
「
写
生
」と
い
う
理
念
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。（
髙
柳
克
弘
）

評
：
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佳

作

＜

一
般
の
部＞

縄
張
の
な
き
大
空
へ
鷹
渡
る

磐
田
市

杉
浦

鈴
子

河
童
忌
の
浴
槽
に
座
す
深
夜
二
時

福
島
県
い
わ
き
市

堀

卓

立
冬
や
働
く
髪
を
き
つ
く
結
ふ

香
川
県
高
松
市

岩
田

賀
代

胡
瓜
も
み
指
輪
に
慣
れ
し
薬
指

岡
山
県
岡
山
市

信
安

淳
子

大
天
竜
眼
下
に
流
れ
門
火
焚
く

浜
松
市
浜
北
区

鈴
木

柚

ち
ぬ
掛
か
り
猫
の
尻
尾
の
立
ち
上
が
る

湖
西
市

二
松

祥
子

＜

高
校
生
の
部＞

向
日
葵
の
畑
を
走
る
風
の
音

浜
松
修
学
舎
高
校
三
年

大
石

暖
子

し
お
か
ぜ
に
ふ
か
れ
る
し
ろ
い
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

浜
松
修
学
舎
高
校
二
年

栗
田

愛
海

山
麓
に
纏
わ
り
つ
き
し
霧
時
雨

浜
松
修
学
舎
高
校
三
年

小
澤

和
寿

ね
こ
ろ
ん
だ
私
と
つ
く
し
と
な
り
あ
う

西
遠
女
子

学
園
高
校
一
年

海
野

萌
花

カ
シ
オ
ペ
ア
三
秒
み
つ
め
て
ペ
ダ
ル
踏
む

浜
北
西
高
校
一
年

平
松

み
な
み

人
で
な
く
過
去
問
見
つ
め
終
わ
る
夏

天
竜
高
校
春
野
校
舎
三
年

椎
木

妙
子

＜

中
学
生
の
部＞

ど
ん
ど
ん
ど
ん
ぴ
か
っ
と
光
る
大
花
火

丸
塚
中
学
校
二
年

南
里

茉
菜

し
み
こ
ん
だ
夏
の
思
い
出
黒
い
肌

与
進
中
学
校
三
年

山
下

彩
瑛

雨
う
け
て
力
あ
ふ
れ
る
夏
の
山

丸
塚
中
学
校
三
年

岡
本

拓
海

セ
ス
ナ
か
ら
目
映
ゆ
い
古
墳
夏
の
旅

静
大
付
属
浜
松
中
学
校
二
年

高
橋

有
珠

兜
虫
懐
か
し
む
父
は
し
ゃ
ぐ
僕

笠
井
中
学
校
三
年

小
木

麻
椰

冬
休
み
期
間
限
定
猫
に
な
る

与
進
中
学
校
二
年

安
田

茜

＜

小
学
生
の
部＞

追
い
付
い
た
い
や
い
や
ま
だ
と
母
背
伸
び

県
居
小
学
校
六
年

尾
形

喜
法

あ
あ
骨
が
や
は
り
き
ら
い
だ
土
用
の
日

蒲
小
学
校
六
年

上
村

咲
喜

せ
の
高
い
夏
の
お
ひ
さ
ま
仁
王
立
ち

豊
西
小
学
校
五
年

小
栗

雅
博

す
い
か
割
り
は
ず
し
た
と
き
の
手
の
痛
さ

浜
名
小
学
校
六
年

橋
爪

涼
弥

初
め
て
だ
ざ
ら
ざ
ら
き
ゅ
う
り
持
っ
た
こ
と

有
玉
小
学
校
六
年

松
本

汰
士

妹
は
か
い
じ
ゅ
う
み
た

い
水
遊
び

青
城
小
学
校
三
年

佐
野

雄
一
友
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奨

励

賞

＜

一
般
の
部＞

汽
水
湖
に
帰
燕
の
群
る
る
夕
べ
か
な

生
き
方
を
生
涯
変
え
ず
柿
の
花

新
米
を
こ
ぼ
さ
じ
と
研
ぐ
夜
明
け
か
な

と
こ
ろ
て
ん
押
し
て
素
直
に
な
り
に
け
り

介
護
の
夜
父
の
寝
息
と
虫
の
声

大
地
踏
み
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
若
葉
か
な

春
火
鉢
三
月
十
一
日
の
月

手
触
り
で
決
め
た
る
湯
呑
光
悦
忌

木
苺
の
ジ
ャ
ム
青
春
を
駆
け
抜
け
る

浜
松
市
中
区

田
中

久
男

長
崎
県
諫
早
市

松
野

清
子

浜
松
市
西
区

宮
本

美
紀
子

掛
川
市

中
山

惠
子

磐
田
市

鈴
木

知
子

浜
松
市
北
区

松
井

美
佳

神
奈
川
県
藤
沢
市

河
本

朋
広

千
葉
県
浦
安
市

茂
原

朱
美

浜
松
市
中
区

梅
岡

道
江

ク
ッ
シ
ョ
ン
は
胸
に
抱
く
も
の
小
鳥
来
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
は
胸
に
抱
く
も
の
小
鳥
来
る

裾
野
市

月
光
と
い
う
大
道
具
野
外
劇

愛
知
県
東
海
市

こ
こ
か
ら
は
修
験
の
道
や
柿
熟
る
る

愛
媛
県
西
条
市

一
頻
り
鳴
い
て
帰
燕
と
な
り
ゆ
け
り

浜
松
市
西
区

盤
上
の
駒
は
動
か
ず
虫
時
雨

浜
松
市
西
区

原
爆
忌
ビ
ル
み
な
青
き
窓
を
持
つ

東
京
都
板
橋
区

波
が
し
ら
弘
法
麦
の
種
と
ば
す

浜
松
市
浜
北
区

出
目
金
の
鉢
の
外

に
も
目
の
ふ
た
つ

浜
松
市
浜
北
区

電
柱
を
抱
ふ
る
猿
の
冬
日
か
な

浜
松
市
天
竜
区

鯊
釣
り
の
女
ひ
た
す
ら
無
口
な
り

東
京
都
足
立
区

居
心
地
の
良
き
君
と
ゐ
て
遠
花
火

浜
松
市
北
区

佐
藤

モ
ト
子

斉
藤

浩
美

渡
辺

国
夫

村
松

き
く
ゑ

成
瀬

喜
義

渡
邉

大
智

田
村

寿
子

川
島

靖
子

鈴
木

福
子

權
守

い
く
を

宮
本

葉
子

集
大
成
手
に
汗
握
る
新
人
戦

や
わ
ら
か
に
蚊
取
線
香
纏
う
祖
母

静
寂
の
夜
中
に
響
く
鹿
の
声

夏
終
わ
り
尖
り
続
け
る
僕
と
ペ
ン

朝
の
池
一
輪
だ
け
の
蓮
の
花

も
や
が
か
る
コ
コ
ア
の
熱
さ
と
冬
の
雲

前
歩
く
君
の
セ
ー
タ
ー
手
を
伸
ば
す

担
任
の
声
が
大
き
い
せ
み
負
け
る

腹
見
せ
て
神
鳴
る
空
に
挑
む
猫

浜
北
西
高
校
一
年

政
本

修
典

浜
北
西
高
校
二
年

三
好

美
沙
希

天
竜
高
校
春
野
校
舎
三
年

佐
藤

祐
奈

浜
北
西
高
校
三
年

河
合

璃
空

浜
松
修
学
舎
高
校
一
年

神
村

太
一

浜
松
東
高
校
一
年

内
山

亜
美

浜
北
西
高
校
二
年

岩
﨑

加
奈

西
遠
女
子
学
園
高
校
二
年

太
田

純
鈴

西
遠
女
子
学
園
高
校
一
年

夏
目

悠
希

凧
上
が
る
空
に
響
か
す
喇
叭
の
音

思
い
や
り
友
と
分
け
合
う
扇
風
機

零
余
子
飯
香
り
漂
う
炊
飯
器

朝
の
音
ふ
と
ん
の
中
で
聞
か
ぬ
ふ
り

あ
り
が
と
う
敬
老
の
日
は
笑
顔
の
日

夏
休
み
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
あ
た
ご
が
わ

宿
題
に
追
わ
れ
る
夏
は
も
う
こ
な
い

天
竜
高
校
春
野
校
舎
一
年

村
田

真
唯
子

天
竜
高
校
春
野
校
舎
三
年

片
桐

璃
乃

浜
松
修
学
舎
高
校
二
年

鈴
木

龍

浜
名
高
校
二
年

塚
田

さ
く
ら

浜
北
西
高
校
二
年

渡
辺

真
佑

浜
松
東
高
校

一
年

小
嶋

隼
典

浜
松
修
学
舎
高
校
三
年

鈴
木

莉
李
花

蝉
の
声
気
付
く
間
も
な
い
受
験
生

浜
松
東
高
校
一
年

村
松

陸
斗

自
転
車

で
ご
う
ご
う
と
割
く
夏
の
風

西
遠
女
子
学
園
高
校
一
年

伊
藤

晏
珠

君
が
た
め
ダ
リ
ア
を
手
折
る
帰
り
道

浜
名
高
校
三
年

川
嶋

爽
蘭

秋
涼
し
頑
張
る
君
の
背
中
お
す

浜
北
西
高
校
一
年

小
杉

夏
海

＜

高
校
生
の
部＞
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＜

中
学
生
の
部＞

入
学
式
ピ
ン
ク
の
風
に
背
を
押
さ
れ

思
い
出
を
刻
み
込
む
た
め
日
記
買
う

帰
り
道
合
格
祝
う
花
吹
雪

ぶ
ら
ん
こ
の
揺
れ
て
思
い
出
な
つ
か
し
き

風
が
吹
き
モ
デ
ル
気
分
だ
花
ふ
ぶ
き

き
み
は
バ
ラ
そ
れ
に
く
ら
べ
て
ぼ
く
は
こ
け

問
い
か
け
を
飲
み
こ
む
闇
と
黙
る
月

甘
い
物
ほ
ど
よ
く
溶
け
る
春
の
夢

浜
松
修
学
舎
中
学
校
三
年

松
本

拓
隼

与
進
中
学
校
三
年

甲
斐

雅
也

与
進
中
学
校
三
年

中
川

晴

与
進
中
学
校
三
年

山
本

奈
桜

北
浜
東
部
中
学
校
一
年

齋
藤

唯
菜

西
遠
女
子

学
園
中
学
校
一
年

永
田

理
紗

丸
塚
中
学
校
三
年

山
本

悠
真

丸
塚
中
学
校
二
年

落
合

梨
奈

台
風
だ
雨

の
に
お
い
が
草
の
よ
う

ひ
り
ひ
り
と
思
い
出
語
る
日
焼
け
痕

丸
塚
中
学
校
二
年

渡
辺

ゆ
か

篠
原
中
学
校
一
年

杉
山

凛

満
開
の
笑
顔
の
中
で
散
る
桜

母
の
日
に
私
が
描
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

雨
上
が
り
ふ
わ
り
と
香
る
き
ん
も
く
せ
い

枯
木
立
縫
い
つ
つ
登
る
古
城
か
な

人
混
み
の
中
で
輝
く
あ
の
浴
衣

冷
た
さ
が
体
つ
き
ぬ
け
か
き
氷

夏
休
み
四
倍
速

で
過
ぎ
て
い
く

あ
つ
す
ぎ
て
夏
が
き
ら
い
に
な
り
そ
う
だ

西
遠
女
子
学
園
中
学
校
一
年

米
山

凜

北
浜
東
部
中
学
校
三
年

鈴
木

英
玲
菜

北
浜
東
部
中
学
校
三
年

戸
田

凜

笠
井
中
学
校
三
年

砂
田

祥
真

与
進
中
学
校
一
年

鈴
木

茉
莉
江

丸
塚
中
学
校
二
年

橋
爪

杏
奈

積
志
中
学
校
三
年

平
尾

彩
乃

与
進
中
学
校
三
年

清
水

あ
り
さ

毛
糸
編
む
祖
母
の
姿
に
ほ
っ
と
す
る

入
院
中
部
屋
か
ら
見
え
る
桐
の
花

丸
塚
中
学
校
二
年

稲
本

紗
和

笠
井
中
学
校
三
年

小
川

諒
人

＜

小
学
生
の
部＞

い
わ
し
雲
空
い
っ
ぱ
い
に
群
つ
く
る

流
れ
星
家
族
み
ん
な
で
願
っ
た
よ

モ
ッ
ト
ー
は
ゆ
っ
く
り
動
く
カ
タ
ツ
ム
リ

友
だ
ち
と
水
鉄
砲
の
乱
打
戦

秋
の
雲
み
あ
げ

る
た
び
に
に
ら
め
っ
こ

ス
パ
イ
ク
の
ど
ろ
落
す
今
日
せ
み
が
鳴
く

星
月
夜
草
の
中
か
ら
ね
ず
み
の
子

滝
の
声
う
ね
う
ね
う
ね
と
鰻
か
な

篠
原
小
学
校
五
年

佐
野

未
歩

笠
井
小
学
校
五
年

石
田

美
友

神
久
呂
小
学
校
六
年

岸
名

志
紘

中
ノ
町
小
学
校
六
年

加
藤

鷲
翔

和
田
東
小
学
校
六
年

古
澤

梓
実

積
志
小
学
校
五
年

石
田

大
翔

新
居
小
学
校
五
年

渡
邊

美
代

有
玉
小
学
校
六
年

栗

田

真
乃
介

ひ
る
ね
あ
と
風
を
あ
や
つ
り
竹
と
ん
ぼ

バ
ス
の
ま
ど
虹
に
い
い
事
願
っ
て
る

神
久
呂
小
学
校
二
年

北
嶋

青
空

蒲
小
学
校
六
年

長
谷
川

令
奈

夏
祭
お
面
で
見
え
な
い
君
の
顔

そ
う
こ
の
奥
仲
良
し
だ
っ
た
う
き
わ
あ
り

風
鈴
を
チ
ラ
ッ
と
見
る
と
猫
も
み
た

ぎ
ら
ぎ
ら
と
あ
つ
い
た
い
よ
う
と
け
る
ぼ
く

か
き
氷
小
さ
な
富
士
山
い
た
だ
き
ま
す

台
風
が
大
き
く
な
っ
て
よ
っ
て
く
る

ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
の
初
花
火

う
な
ど
ん
の
た
れ
か
け
ご
は
ん
も
う
一
杯

与
進
小
学
校
六
年

三
室

千
星

豊
西
小
学
校
五
年

田
中

四
季

和
田
小
学
校
六
年

佐
々
木

菜
南

笠
井
小
学
校
二
年

佐
藤

守

与
進
小
学
校
六
年

竹
山

奈
那

県
居
小
学
校
四
年

大
﨑

凛
太
郎

積
志
小
学
校
五
年

平
野

ロ
ー
ズ

神
久
呂
小
学
校
四
年

鈴
木

颯
太

白
鷺
が
え
も
の
を
ね
ら
う
水
に
ら
み

ふ
ね
の
う
え
ね
こ
ろ
ん
で
み
る
な
つ
の
ほ
し

和
田
東
小
学
校
六
年

渡
辺

玄
人

与
進
小
学
校
六
年

伊
藤

良
太

奨

励

賞
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